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1

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
リ
ア
リ
テ
ィ

晩
婚
化
と
出
産
年
齢
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
、
親
の
介
護
と
乳
幼
児

の
子
育
て
に
同
時
に
直
面
す
る

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
の
人
が
増
え
て

い
る
。
ま
ず
、
横
浜
で
の
聞
き
取

り
調
査
か
ら
事
例
を
紹
介
し
た

い
。義

理
の
父
母
と
同
居
し
て
い
る

40
代
前
半
の
Ａ
さ
ん
は
、
就
業
し

な
が
ら
３
人
の
息
子
（
７
歳
、
３

歳
、
２
歳
）
を
育
て
、
認
知
症
の

義
理
父
を
介
護
し
て
い
る
。
夫
は

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
自
営
の
仕
事

で
不
在
が
ち
。
空
き
不
足
か
ら
下

の
二
人
の
子
供
は
別
々
の
保
育
園

へ
通
う
。
朝
、
夕
と
２
つ
の
保
育

園
を
回
り
帰
宅
し
た
ら
、
義
理
父

の
介
護
を
す
る
。
勤
め
先
の
理
解

が
あ
り
何
と
か
な
っ
て
い
る
が
、

毎
日
が
綱
渡
り
で
先
行
き
が
不
安

と
い
う
。

脳
性
ま
ひ
で
全
介
助
が
必
要
な

末
子
を
含
む
３
人
の
子
供
（
８

歳
、
６
歳
、
４
歳
）
を
育
て
な
が

ら
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
働
く

30
代
後
半
の
Ｂ
さ
ん
は
、
認
知
症

の
母
親
を
介
護
し
て
い
る
。
父
親

が
介
護
し
て
い
た
が
母
親
の
介
護

拒
否
が
あ
り
、
娘
の
Ｂ
さ
ん
が
同

居
し
て
主
に
介
護
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
就
業
と
育
児

を
し
な
が
ら
在
宅
介
護
を
継
続
す

る
の
は
難
し
く
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
居
を
申
請
し
た
。

申
請
時
に
自
分
の
子
供
の
障
害
の

話
も
詳
し
く
し
た
が
、
夫
と
娘
が

同
居
し
て
い
る
の
で
は
要
介
護
５

で
も
入
所
は
難
し
い
と
い
わ
れ
た

と
い
う
。

Ｃ
さ
ん
の
場
合
は
、
毎
日
長
男

を
小
学
校
に
送
り
出
し
た
あ
と
、

２
歳
の
次
男
を
つ
れ
て
徒
歩
10
分

の
実
家
へ
行
く
。
母
親
が
仕
事
で

不
在
の
間
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
で

半
身
ま
ひ
と
軽
い
認
知
症
が
あ
る

父
親
の
日
常
の
手
助
け
を
す
る
。

そ
の
た
め
、
動
き
回
り
た
い
次
男

を
抱
え
な
が
ら
、
父
親
の
歩
行
を

介
助
し
た
り
と
い
つ
も
両
手
が
ふ

さ
が
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
と

い
う
。
音
に
敏
感
に
な
っ
た
父
親

が
不
穏
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
次

男
を
静
か
に
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
。
尊
敬
す
る
父

親
の
生
活
を
も
っ
と
支
え
た
い

が
、
一
時
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
の
は
難
し
い
。友
人
・

知
人
で
介
護
を
し
て
い
る
人
は
い

な
く
、「
重
い
」
話
を
話
題
に
は

し
た
く
な
い
。
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
す
べ
て
を

一
人
で
抱
え
て
き
た
。

2

ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
は
？

狭
義
と
広
義

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
定
義
に
は
狭
義

と
広
義
の
も
の
が
あ
る
。
狭
義
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
、
育
児
と
介
護
の

同
時
進
行
を
意
味
す
る
。
育
児
は

乳
幼
児
期
か
ら
思
春
期
以
上
を
含

む
幅
広
い
「
子
育
て
」
を
研
究
対

象
に
し
て
い
る
。
問
題
は「
介
護
」

の
定
義
で
あ
る
。
市
民
生
活
に
お

け
る
「
介
護
」
責
任
の
果
た
し
方

は
多
様
化
し
て
い
る
。「
日
常
生

活
に
お
け
る
入
浴
・
着
替
え
・
ト

イ
レ
・
移
動
・
食
事
の
手
助
け
」

（
就
業
構
造
基
本
調
査
の
介
護
定

義
）
と
い
う
身
体
的
ケ
ア
責
任
だ

け
が
、
国
民
生
活
の
「
介
護
」
で

は
も
は
や
な
い
。
介
護
保
険
制
度

が
生
み
出
し
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
責
任
を
、
多

く
の
娘
・
息
子
が
担
っ
て
い
る
実

態
が
あ
る
。
ま
た
、
中
距
離
・
遠

距
離
に
住
む
息
子
や
娘
は
、
日
常

生
活
の
ケ
ア
責
任
が
果
た
せ
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
経
済
的
な
面

か
ら
ケ
ア
責
任
を
果
た
し
た
り
、

電
話
で
の
安
否
確
認
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
愚
痴
を
聞
く
な
ど

の
精
神
的
支
え
と
い
う
ケ
ア
責
任

を
担
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

よ
っ
て
本
研
究
で
は
、
４
節
で
後

述
す
る
よ
う
に
、
介
護
の
意
味
を

幅
広
く
と
ら
え
、
市
民
の
ダ
ブ
ル

ケ
ア
責
任
の
あ
り
方
や
負
担
構
造

の
解
明
に
着
手
し
た
。
私
た
ち
が

２
０
１
２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
東
ア
ジ
ア
比
較
調
査
研
究
に

お
い
て
、
そ
の
実
態
や
構
造
を
問

題
化
す
る
た
め
に
概
念
化
し
、
分

析
に
使
い
は
じ
め
た
。
私
た
ち
が

関
心
を
よ
せ
る
の
は
、
世
代
間
の

ケ
ア
関
係（
介
護
、
育
児
を
す
る
、

受
け
取
る
関
係
）
と
そ
の
関
係
を

取
り
巻
く
政
策
環
境
で
あ
る
。
私
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た
ち
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
（
昭
和
40
年

代
後
半
生
ま
れ
）
を
中
心
的
な
対

象
と
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き

た
。

　

一
方
、
広
義
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア

は
、
家
族
や
親
族
等
、
親
密
な
関

係
に
お
け
る
複
数
の
ケ
ア
関
係
、

ま
た
そ
れ
に
関
連
し
た
複
合
的
課

題
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
調

査
の
過
程
で
、
狭
義
の
ダ
ブ
ル
ケ

ア
で
は
把
握
で
き
な
い
多
く
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
夫
や
自
分
の
ケ
ア
、
障
が
い

を
持
つ
兄
妹
や
成
人
し
た
子
供
の

ケ
ア
と
親
の
ケ
ア
、
多
文
化
家
庭

に
お
け
る
ケ
ア
関
係
や
、
ト
リ
プ

ル
ケ
ア
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

3

ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
東
ア
ジ
ア
の

共
通
の
社
会
的
リ
ス
ク

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
日

本
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
で
実
態

調
査
を
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
学
術
振
興

会
の
科
学
研
究
費 

（
注
１
）
と
横

浜
国
立
大
学
経
済
学
部
ア
ジ
ア
経

済
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
支

援
を
受
け
て
い
る
。
横
浜
市
に
お

け
る
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
、
横
浜

市
政
策
局
、
こ
ど
も
青
少
年
局
子

育
て
支
援
課
、
市
内
の
各
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
、
子
育
て
支
援
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
在
宅
介
護
支
援
団

体
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
ご
協
力
、
ま
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト

全
国
ネ
ッ
ト
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
進
め
て
き
た
。
調
査

メ
ン
バ
ー
は
、
相
馬
、
山
下
お
よ

び
陳
国
康
（Raym

ond K
.H

. 
CH

A
N

, 

香
港
市
立
大
学
教
授
、

香
港
）、
宋
多
永
（D

ayoung 
SO

N
G, 

仁
川
大
学
校
教
授
、
韓

国
）
と
王
永
慈
（K

ate Y
eong-

T
syr W

A
N

G

、 
国
立
台
湾
師
範

大
学
教
授
、
台
湾
）
の
５
名
で
あ

る
。
超
少
子
化
が
進
展
す
る
東
ア

ジ
ア
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
共
通

の
社
会
的
リ
ス
ク
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
支
援
開
発
の
動
き
は
、
３

章
の
座
談
会
「
横
浜
は
ダ
ブ
ル
ケ

ア
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
ケ
ア
リ

ン
グ
関
係
に
は
、
昭
和
一
桁
世

代
、
団
塊
世
代
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
、
そ
し
て
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
の
子
供
た
ち
と
、
現
在
４
世
代

が
関
わ
っ
て
い
る
。
高
齢
化
と
女

性
の
晩
婚
化
や
晩
産
化
に
加
え
、

親
世
代
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
や

若
年
認
知
症
で
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
人

口
」
の
増
大
が
予
測
さ
れ
る
。
ダ

ブ
ル
ケ
ア
は
突
然
現
れ
た
新
し
い

現
象
で
は
な
く
、
介
護
と
育
児
の

同
時
進
行
は
昭
和
一
桁
世
代
や
団

塊
世
代
も
、
女
性
を
主
な
担
い
手

と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
現
在
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

行
っ
て
い
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
以
前
と
は
違
う
点

も
あ
る
。
第
１
に
、
兄
妹
数
の
減

少
や
地
域
に
よ
っ
て
は
近
所
づ
き

あ
い
の
減
少
な
ど
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

ラ
ー
（
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
従
事
す
る

人
々
）
を
支
え
る
家
族
、
親
族
お

よ
び
私
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
変

容
し
て
い
る
。
第
２
に
、
政
策
お

よ
び
制
度
の
変
容
が
あ
る
。
２
０

０
０
年
前
後
に
相
次
い
で
介
護
支

援
・
育
児
支
援
が
制
度
化
さ
れ
た

た
め
、
そ
れ
以
後
で
は
公
的
な
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、

介
護
・
育
児
を
す
る
こ
と
が
一
般

的
と
な
っ
た
。
第
３
に
、
非
正
規

労
働
者
の
増
加
な
ど
の
雇
用
環
境

の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に
焦
点

を
当
て
る
と
、
団
塊
世
代
が
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
、
い

わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
は

ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
と
も
い
え
る
。

4

ダ
ブ
ル
ケ
ア
実
態
調
査
の 

実
施
と
調
査
方
法

　

調
査
は
主
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
定
量
調
査
）
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
、
以
下
の
よ
う
に
５
段
階

行
わ
れ
た
（
注
２
） 

。

第
1
ス
テ
ー
ジ
：
横
浜
市
の
協
力

を
得
て
、
横
浜
市
内
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
３
箇
所
に
お
け
る
質

問
紙
票
調
査
（
５
５
９
サ
ン
プ

ル
、
２
０
１
２
年
９
月
に
実
施
）

第
2
ス
テ
ー
ジ
：
横
浜
、
静
岡
、

京
都
、香
川
、福
岡
で
子
育
て
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
者
対
象
に
携
帯

調
査
（
９
３
３
サ

ン
プ
ル
、
２
０
１

２
年
12
月
か
ら
２

０
１
３
年
１
月
実

施
）。

第
３
ス
テ
ー
ジ
：

横
浜
、
京
都
の
一

時
保
育
、
学
童
保

育
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
質

問
紙
票
調
査
（
４

０
２
サ
ン
プ
ル
、

２
０
１
３
年
11
月

か
ら
２
０
１
４
年

２
月
実
施
）

第
4
ス
テ
ー
ジ
：

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

介
し
て
の
ウ
ェ
ブ

調
査
（
３
７
５
サ

ン
プ
ル
、
２
０
１

５
年
５
月
～
７
月

お
よ
び
２
０
１
５

年
９
月
実
施
）

第
５
ス
テ
ー
ジ
：
ソ
ニ
ー
生
命
連

携
調
査
。
全
国
の
大
学
生
以
下
の

子
供
を
持
つ
母
親
に
対
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
実
施
（
１
０

０
０
サ
ン
プ
ル
、
２
０
１
５
年
８

月
実
施
）

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
対

面
、
電
話
お
よ
び
メ
ー
ル
で
、
49

ケ
ー
ス
行
っ
た 

。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
の
質
問
内
容
は
主
に
、
介
護

に
携
わ
る
ま
で
の
経
緯
、
介
護
の
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「
数
年
先
に
直
面
」
す
る
が
約
２

割
で
、
合
計
約
４
割
が
ダ
ブ
ル
ケ

ア
人
口
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
研
究
者
が
協
力
を
得
た
各
機

関
を
通
し
て
の
合
目
的
調
査
で

あ
っ
た
た
め
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関

心
の
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
こ
と

が
推
測
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
少

な
く
な
い
世
帯
が
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く

る
。
現
在
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
直
面
し

て
い
る
人
の
平
均
年
齢
は
41
・
１

歳
、
第
１
子
の
平
均
年
齢
が
７
・

７
歳
で
あ
る
。
ま
た
ダ
ブ
ル
ケ
ア

に
「
直
面
中
」
の
約
４
割
が
仕
事

に
従
事
し
て
お
り
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

＋
仕
事
と
い
う
、
よ
り
厳
し
い

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
挑
ん

で
い
る
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
は
複

合
的
な
負
担
も
抱
え
て
い
る
。
例

え
ば
、「
精
神
的
・
体
力
的
に
し

ん
ど
い
」「
親
・
義
親
・
子
ど
も

の
世
話
を
十
分
に
で
き
な
い
」
と

約
４
～
６
割
が
指
摘
。
ま
た
「
兄

弟
や
親
戚
間
で
の
認
識
の
ず
れ
」

「
経
済
的
負
担
」「
子
ど
も
の
預
け

先
不
足
」「
遠
距
離
介
護
」
も
約

３
割
が
負
担
と
答
え
た
。
一
方
、

「
介
護
だ
け
で
は
つ
ら
い
が
子
ど

も
の
存
在
に
救
わ
れ
る
」
と
の
声

も
あ
っ
た
。

　

第
五
ス
テ
ー
ジ
の
調
査
に
お
い

て
も
、「
育
児
と
介
護
の
同
時
進

行
」と
い
う
狭
義
の
意
味
で
の「
ダ

ブ
ル
ケ
ア
」
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
第
五
ス
テ
ー
ジ
は
、
無
作
為
抽

出
法
に
基
づ
き
、
１
０
０
０
サ
ン

プ
ル
を
対
象
に
し
た
調
査
を
行
っ

た
た
め
、
統
計
的
に
は
得
ら
れ
た

結
果
を
よ
り
一
般
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
調
査
結
果
で
も
、

30
代
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
予
備
軍

も
含
め
る
と
、
27
・
１
％
と
４
人

に
１
人
が
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
が
自
分

の
事
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
図
１
）。

　

言
葉
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
実

態
を
認
知
し
、
社
会
全
体
の
問
題

と
し
て
い
く
た
め
に
、
と
て
も
大

事
で
あ
る
。
図
２
を
み
る
と
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方
々
の
５
人
に

１
人
は
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
い

う
言
葉
を
認
知
し
て
お
り
、
こ
の

言
葉
が
広
ま
り
は
じ
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
（
図
２
）。「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
も
と
に
、

当
事
者
の
方
や
周
囲
の
方
、
サ

ポ
ー
ト
に
携
わ
る
方
が
、
そ
の
実

態
を
認
知
し
声
を
あ
げ
て
い
く
こ

内
容
、
介
護
お
よ
び
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
親
子
関

係
お
よ
び
夫
婦
関
係
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
で
困
難
な
こ
と
及
び
良
か
っ
た

こ
と
、
子
育
て
と
介
護
の
優
先
順

位
、
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま

た
本
調
査
で
は
、
介
護
保
険
法
下

で
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

枠
組
み
を
超
え
た
、
広
義
の
意
味

の
介
護
を
被
調
査
者
に
紹
介
し

た
。
す
な
わ
ち
、
介
護
に
は
愚
痴

を
聞
く
な
ど
の
精
神
的
支
え
、
定

期
的
な
電
話
に
よ
る
安
否
確
認
、

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の

連
携
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
介
護
と
し
て
検

討
し
て
も
ら
っ
た
。

5

ダ
ブ
ル
ケ
ア
実
態
調
査
結
果

の
ポ
イ
ン
ト

　

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
私
た
ち

の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
よ
う
。　
　

❶
ダ
ブ
ル
ケ
ア
経
験
率
と
認
知
度

　

ま
ず
、
主
に
横
浜
を
対
象
と
し

て
い
る
第
１
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ

ま
で
の
調
査
結
果
を
検
討
す
る
。

　

６
歳
未
満
の
末
子
の
い
る
女
性

１
８
９
４
人
の
回
答
に
よ
る
と
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
「
直
面
中
」
ま
た

は
「
過
去
に
経
験
」
が
各
約
１
割
、

と
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
直
面

し
て
い
な
い
方
も
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

と
い
う
実
態
が
あ
る
こ
と
を
認
知

し
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
視
点
を
も
っ
て 

サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
や
社
会
の
あ

り
方
を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で

根
幹
と
な
る
。

❷
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
実
態

　

調
査
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
実
態
の
一
部
も
明
ら
か
に

【クロス集計表】回転寿司調査2012

1

8.1  

20.7  

13.9  

5.7  

91.9 

79.3 

86.1 

94.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=1000】 

ダブルケアの経験がある 

（直面中含む） 

【n=82】 

数年先にダブルケアに直面する 

      【n=144】 

ダブルケアに直面していない 

    【n=774】 

ある ない 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
状
況
別 

【クロス集計表】回転寿司調査2012

1

40.2  47.6 11.0 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体【n=82】 

対象：現在、ダブルケアに直面している人、またはこれまでにダブルケアを経験したことがある人 

負担である どちらかといえば負担である あまり負担でない 負担でない 

負担で

ある（計）

負担で

ない（計）

87.8 12.2

【クロス集計表】回転寿司調査2012

1

80.5 
73.2 

69.5 
62.2 

51.2 

32.9 
26.8 24.4 23.2 

19.5 

6.1 
1.2 

0%

50%

100%

対象：現在、ダブルケアに直面している人、またはこれまでにダブルケアを経験したことがある人 

全体【n=82】 

図２　ダブルケアという言葉をきいたことがあるか〔単一回答〕

図３　ダブルケアの負担感はどのくらいか〔単一回答〕

図４　ダブルケアで何が負担に感じるか（感じたか）〔複数回答〕
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な
っ
た
。
第
１
～
３
ス
テ
ー
ジ
調

査
に
お
い
て
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を

誰
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
か
」
と

い
う
問
い
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に

現
在
直
面
中
の
人
で
は
、
夫

（
57
・
２
％
：
複
数
回
答
。
以
下

同
様
）、
友
人
（
22
・
８
％
）、
親

戚
（
17
・
２
％
）
と
私
的
な
関
係

か
ら
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
で
あ
る
と

同
時
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
19
・
３
％
）、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（
13
・
１
％
）
と
い
っ
た
介
護
領

域
で
の
訪
問
型
支
援
者
が
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
で
、「
誰

も
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
人
が
12
・
４
％
に
の
ぼ
り
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
孤
立
し
た
一
面

も
う
か
が
え
た
。
夫
か
ら
の
支
え

の
内
容
は
、
実
質
的
な
介
護
や
子

育
て
へ
の
関
わ
り
と
い
う
よ
り

も
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
し
て
い
る
こ

と
へ
の
「
理
解
」
を
意
味
す
る
こ

と
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
夫

に
よ
る
介
護
や
育
児
へ
の
参
加
を

必
ず
し
も
意
味
し
な
い
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
第
５
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
直
面
し
て
い

る
人
に
そ
の
負
担
感
を
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、
約
９
割
の
回
答
者
が
負

担
で
あ
る
と
回
答
し
た（
図
３
）。

　

な
お
、
東
ア
ジ
ア
の
ダ
ブ
ル
ケ

ア
比
較
調
査
（
ダ
ブ
ル
ケ
ア
調
査

第
１
～
第
３
ス
テ
ー
ジ
）
で
は
、

日
本
で
は
ダ
ブ
ル
ケ
ア
負
担
が
複

合
的
で
あ
る
（
＝
複
数
の
負
担
感

の
ス
コ
ア
が
高
い
）
と
い
う
特
徴

が
み
ら
れ
た
。
何
が
負
担
で
あ
る

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
精

神
的
・
体
力
的
・
経
済
的
な
負
担

や
、
十
分
に
子
育
て
や
介
護
が
で

き
な
い
、
と
い
う
点
が
ス
コ
ア
が

高
く
出
る
傾
向
が
あ
る（
図
４
）。

そ
れ
に
比
べ
て
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
不
足

と
い
う
点
は
、
ス
コ
ア
が
低
く
出

る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

結
果
を
も
っ
て
、「
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
不

足
し
て
い
な
い
の
で
は
？
」
と
と

ら
え
る
こ
と
は
実
態
と
は
異
な

る
。
９
割
前
後
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア

ラ
ー
の
方
々
が
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を

す
る
人
に
と
っ
て
、
公
的
な
介
護

や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
十
分

で
な
い
と
と
ら
え
て
い
る（
図
５
・

６
）。

　

第
５
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
全
回
答

者
（
１
０
０
０
名
）
に
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

5
つ
の
内
容
を
提
示
し
、
必
要
だ

と
思
う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
場

所
や
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
の
情

報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
の
必

要
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
必
要

だ
（
計
）」
は
、「
介
護
も
育
児
も

合
わ
せ
て
相
談
で
き
る
行
政
窓

口
」
で
は 

90
・
５
％
、「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
経
験
者
が
、
地
域
で
直
接
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
」
と
「
ダ
ブ

ル
ケ
ア
に
直
面
し
て
い
な
い
人

も
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
も
参
考

と
な
る
子
育
て
と
介
護
を
テ
ー
マ

と
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は 

81
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
が
つ
な
が

る
場
を
、
地
域
で
つ
く
る
（
例
：

地
域
で
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）」
で

は
『
必
要
だ 

（
計
）』
が 

76
・
２
％
、

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
が
つ
な
が

る
場
を
ネ
ッ
ト
上
で
つ
く
る

（
例
：
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ミ
ク

シ
ィ
等
）」 

で
は 

66
・
７
％
で
あ

り
、
多
く
の
人
が
ダ
ブ
ル
ケ
ア

ラ
ー
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
う
場

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
（
図

７
）。

6

異
な
る
ニ
ー
ズ
を
同
時
に
満

た
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
ダ

ブ
ル
ケ
ア

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
持
つ
多
様
な
実

態
を
理
解
す
る
に
は
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
い
く
つ
か

の
軸
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
ず
、
介
護
と
育
児
の

程
度
で
あ
る
。
例
え
ば
障
が
い
児

の
子
育
て
と
介
護
で
は
、
介
護
と

子
育
て
の
同
時
進
行
に
よ
っ
て
要

求
さ
れ
る
も
の
も
違
っ
て
く
る
。

た
だ
、
要
介
護
度
の
高
い
ほ
ど
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
の
割
合 【クロス集計表】回転寿司調査2012

1

2.4  11.0 47.6 39.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体【n=82】 

対象：現在、ダブルケアに直面している人、またはこれまでにダブルケアを経験したことがある人 

十分だと思う どちらかといえば十分だと思う あまり十分でないと思う 十分でないと思う 

十分だと

思う（計）

十分でな

いと思う

（計）

13.4 86.6

【クロス集計表】回転寿司調査2012

1

3.7  12.2 42.7 41.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体【n=82】 

対象：現在、ダブルケアに直面している人、またはこれまでにダブルケアを経験したことがある人 

十分だと思う どちらかといえば十分だと思う あまり十分でないと思う 十分でないと思う 

十分だと

思う（計）

十分でな

いと思う

（計）

15.9 84.2

が
高
い
た
め
か
、
要
介
護
度
の
高

さ
は
負
担
感
と
比
例
し
な
い
。

　

次
に
、
経
済
的
状
況
で
、
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
と
高
収
入

世
帯
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
や
就
労
状
況
な
ど
と
の
関
連

で
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
況
も
異
な

る
。
そ
し
て
世
帯
状
況
、
と
く
に

一
人
娘
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
か
ど

う
か
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
よ
る
ダ

ブ
ル
ケ
ア
か
ど
う
か
も
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
の
実
態
に
影
響
す
る
。
ま
た

就
業
形
態
や
、
同
居
の
有
無
、
夫

婦
関
係
や
親
子
関
係
を
把
握
す
る

こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
特

に
親
子
関
係
は
、
も
っ
と
介
護
を

し
た
い
の
に
、
十
分
に
で
き
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
関
係
が
良
い
ほ

ど
負
担
感
が
高
ま
る
傾
向
も
あ

る
。
最
後
に
、
地
域
や
福
祉
資
源

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
福
祉
専
門
職

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
団
体
、
支
援
セ

図５　ダブルケアをする人にとって公的な介護サービスは現状で十分だと思うか
〔単一回答〕

図６　ダブルケアをする人にとって公的な子育てサービスは現状で十分だと思うか
〔単一回答〕
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い
う
親
族
の
期
待
に
こ
た
え
、
子

育
て
を
優
先
し
た
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
介
護
を
し
て
い
る
た
め
負

担
感
が
強
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ

る
。

7

ダ
ブ
ル
ケ
ア
視
点
を
持
っ
た

支
援
の
必
要
性

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
況
で
誰
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
支
え
ら
れ

ま
し
た
か
？
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
夫
や
親
（
義
親
）
の
次
に
、

介
護
側
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

ヘ
ル
パ
ー
の
ス
コ
ア
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
介
護
側
の
支

援
者
の
役
割
の
重
要
性
が
わ
か

る
。
質
的
調
査
か
ら
も
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
が
、
介

護
だ
け
で
は
な
く
子
育
て
の
こ
と

も
話
を
聞
い
て
く
れ
た
り
、
い
わ

ば
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
視
点
」を
持
っ

て
い
て
、
と
て
も
支
え
ら
れ
た
、

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の

一
方
で
、介
護
支
援
者
は
介
護（
高

齢
者
）
だ
け
、
子
育
て
支
援
者
は

子
育
て
（
親
子
）
だ
け
を
み
る
の

で
も
大
変
な
仕
事
量
を
か
か
え
て

お
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

者
し
か
見
え
に
く
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
ま
た
、
行
政
窓
口
も
所
管

別
に
対
応
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方
々
の 

困
り
ご
と
を
丸
ご
と
相
談
に
乗
っ

ン
タ
ー
な
ど
）
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ど
う
か
や
地
域
の
友
人
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
無
も
ダ
ブ
ル

ケ
ア
の
実
態
と
関
連
し
て
く
る
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
特
徴
は
、
介
護

と
育
児
の
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
同
時

に
満
た
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
に
従
事
す
る
人
は
常
に
介
護
と

育
児
の
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か

の
選
択
を
日
々
せ
ま
ら
れ
、
介
護

と
子
育
て
に
関
わ
る
決
断
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

介
護
と
育
児
の
優
先
順
位
は
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
意
図
だ
け
で

な
く
規
範
、
資
源
、
制
度
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
規
範
と

は
、
介
護
や
子
育
て
は
誰
が
す
べ

き
か
と
い
う
社
会
的
な
「
通
念
」

で
あ
り
、
私
た
ち
の
行
動
や
あ
り

方
に
影
響
を
持
つ
。
資
源
と
は
、

友
人
、
親
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
あ
る
い
は
地
域
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
性
な
ど

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
資
源
の
多

寡
も
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
況
や
優
先

順
位
に
影
響
す
る
。
そ
し
て
制
度

も
中
性
的
で
は
な
い
。
制
度
に
も

そ
れ
ぞ
れ「
意
図
」が
あ
り
、
人
々

の
生
活
や
人
生
の
選
択
を
制
限
し

時
に
は
拡
大
す
る
。
た
と
え
ば
、

地
域
に
お
け
る
保
育
供
給
不
足
の

た
め
に
、
も
っ
と
介
護
を
し
た
く

て
も
育
児
に
集
中
せ
ざ
る
を
え

ず
、
育
児
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
た

り
、
介
護
は
身
内
が
す
べ
き
だ
と

て
く
れ
て
、
必
要
な
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
い
で
く
れ
た
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ
る
窓
口
や

人
材
の
重
要
性
が
、
こ
の
デ
ー
タ

か
ら
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方
々
は
、
常
日

頃
か
ら
、
育
児
と
介
護
の
間
、
そ

し
て
仕
事
と
の
間
で
、
何
を
優
先

さ
せ
る
か
を
せ
ま
ら
れ
、
心
の
中

で
葛
藤
し
て
い
る
。
特
に
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も

に
何
ら
か
の「
し
わ
寄
せ
」が
い
っ

た
と
き
が
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の

方
々
の
負
担
感
や
ス
ト
レ
ス
が

ピ
ー
ク
と
な
る
傾
向
が
、
質
的
調

査
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き

た
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
に
と
っ
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
相
互
補
完
の
関
係
に

あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
世
帯
に
と
っ
て
は
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
間
、
子
ど
も
と
の
時

間
が
増
え
る
と
い
う
意
味
で
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
子
育
て
の
支
援
の

意
味
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
逆

に
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
に
と
っ
て
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
担
う
も

の
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど

も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な
い

と
、
介
護
に
大
き
な
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
緊

急
で
利
用
で
き
る
一
時
保
育
や
保

育
園
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
に

と
っ
て
は
、
介
護
支
援
で
も
あ

り
、
子
育
て
支
援
で
も
あ
る
。

8

磁
石
と
し
て
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
調
査
研
究
を
始
め

て
か
ら
、
横
浜
を
中
心
に
、
当
事

者
の
集
う
場
作
り
の
実
践
で
あ
る

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
カ
フ
ェ
」、
育
児 

と
介
護
両
方
に
役
立
つ
当
事
者
目

線
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
り
、
支
援

者
向
け
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
テ
キ
ス
ト
開
発
な
ど
、
様
々

な
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
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動
き
と
連
動
し
て
、
こ
の
ダ
ブ
ル

ケ
ア
の
活
動
が
横
浜
市
を
中
心

に
、
多
様
な
変
革
主
体
と
の
連
携

で
進
行
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」

と
は
、
世
代
間
の
ケ
ア
の
連
関
の

あ
り
方
か
ら
、
そ
の
複
合
課
題
を

と
ら
え
る
切
り
口 

｜「
磁
石
」

｜

で
あ
る
。
二
つ
の
意
味
で「
磁
石
」

と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
複
数
課
題
を
引
き
寄

せ
る
「
磁
石
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
の
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
の
実

態
を
み
る
と
、
そ
の
背
景
に
は
少

子
化
、
高
齢
化
、
社
会
的
排
除
、

生
活
困
窮
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

階
層
間
格
差
と
い
っ
た
、
現
代
に

お
け
る
複
数
の
課
題
が
内
包
さ
れ

て
い
る
。「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
を
切

り
口
に
、
そ
の
人
が
抱
え
る
複
数

課
題
を
全
人
的
に
と
ら
え
、
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
複
数
主
体
を
引
き
寄

せ
る
「
磁
石
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
関
わ
る

人
々
は
誰
だ
ろ
う
か
。
当
事
者
、

当
事
者
の
家
族
・
親
族
、
友
人
、

地
域
の
人
々
、
市
民
、
企
業
、
介

護
支
援
者
、
子
育
て
支
援
者
、
地

域
福
祉
関
係
者
、
男
女
共
同
参
画

支
援
の
関
係
者
、
生
活
困
窮
支
援

の
関
係
者
、
国
、
都
道
府
県
、
市

区
町
村
と
い
っ
た
行
政
、
研
究

者
、
マ
ス
コ
ミ（
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

ネ
ッ
ト
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
当
事

者
の
方
々
が
「
磁
石
」
で
あ
る
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方
が
様
々
な

人
を
「
磁
石
」
の
よ
う
に
引
き
寄

せ
、
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
核
と
な
る
。
大
事
な

事
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方
々

が
、「
自
分
は
ダ
ブ
ル
ケ
ア
だ
」

と
認
知
し
、
家
族
や
友
人
や
地
域

の
人
々
に
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
ほ

し
い
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
方

が
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
い
う
問

題
を
、ど
う
い
う
問
題
と
し
て「
認

知
」す
る
か
が
、
さ
ら
に
重
要
だ
。

自
分
ひ
と
り
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
自
分
、
配
偶
者
、
家
族
、
地

域
、
社
会
全
体
の
、
開
か
れ
た
、

社
会
的
・
公
共
的
な
問
題
な
の
だ
。

　

そ
し
て
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
を

支
え
る
人
々
も「
磁
石
」で
あ
る
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
当
事
者
の
困
り
ご

と
や
ニ
ー
ズ
や
状
況
を
、
全
人
的

に
受
け
止
め
、
自
分
の
専
門
・
担

当
領
域
は
対
応
し
、
自
分
が
「
磁

石
」
で
あ
る
か
ら
、
専
門
領
域
と

重
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
必
ず
誰
か

に
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
あ
る
。
情

報
も
分
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
誰

か
が
「
磁
石
」
と
な
っ
て
情
報
を

束
ね
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

自
分
の
専
門
領
域
以
外
で
あ
っ
て

も
無
視
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
や
や
も
す
れ
ば
、

専
門
家
が
支
援
し
や
す
い
も
の
、

行
政
が
政
策
化
し
や
す
い
も
の
が

「
ニ
ー
ズ
」
と
し
て
定
義
さ
れ
、

施
策
化
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
と

は
、
従
来
の
ニ
ー
ズ
定
義
や
政
策

化
の
仕
方
そ
の
も
の
の
再
考
を
せ

ま
る
。

　

当
事
者
を
真
ん
中
に
（
当
事
者

の
自
己
定
義
・
状
況
定
義
を
最
重

要
視
し
）、
複
数
の
変
革
主
体
が

つ
な
が
っ
て
「
磁
石
」
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
、「
自
治
型
・
包
摂
型
・

全
世
代
型
の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
で
も
い
う
べ
き
シ
ス
テ
ム

の
基
盤
が
構
築
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

こ
の
よ
う
に
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」

を
、
複
数
の
課
題
や
複
数
の
変
革

主
体
を
引
き
寄
せ
る
「
磁
石
」
と 

し
て
と
ら
え
、
団
塊
の
世
代
が 

75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
、

さ
ら
に
は
次
世
代
に
と
っ
て
「
ダ

ブ
ル
ケ
ア
」
が
問
題
と
な
ら
な
い

社
会
を
残
す
た
め
に
、
狭
義
・
広

義
含
め
た
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
の
統
計
や
仕
組
み

の
整
備
と
、
支
援
策
の
開
発
が
急

務
で
あ
る
。

9

お
わ
り
に

　

私
た
ち
は
３
年
前
に
発
行
さ
れ

た
調
査
季
報
１
７
１
号
に
て
、〈
男

女
間
の
役
割
変
化
が
未
完
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
均
衡
」
で

も
、
子
ど
も
が
産
み
育
て
に
く
い

た
め
に
子
ど
も
が
い
な
い
「
低
出

生
均
衡
」
で
も
、
そ
し
て
、
非
正

規
雇
用
や
無
業
者
の
拡
大
と
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
未
整
備
に
よ
る

「
低
所
得
・
低
就
業
均
衡
」
で
も

な
い
社
会
〉
を
ど
う
構
想
す
る

か
、
と
い
う
視
点
か
ら
ダ
ブ
ル
ケ

ア
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
活
動
を

通
じ
て
強
く
思
う
こ
と
は
何
か
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
「
磁
石
」
に
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
を
真
ん
中
に
し

て
、
複
数
課
題
が
引
き
寄
せ
ら

れ
、
複
数
の
変
革
主
体
が
連
携
し

て
活
動
を
重
ね
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
発
的
・
偶
発

的
に
生
じ
て
く
る
。
そ
の
活
動
に

継
続
性
が
出
て
、
変
革
主
体
の
参

画
の
量
や
程
度
が
深
ま
る
と
、「
自

治
型
・
包
摂
型
・
多
世
代
型
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
で
も
い
う
べ

き
体
系
が
形
成
さ
れ
て
く
る
の
で

あ
り
、
変
革
を
阻
害
す
る
要
因
を

少
な
く
し
、
変
革
主
体
の
連
携
と

伝
播
の
促
進
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
き
た
シ
ス
テ
ム
形
成
を
、
い
か

に
伝
播
さ
せ
て
い
く
か
が
次
の
課

題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
も
は
や
18

区
の
均
衡
発
展
の
政
策
形
成
手
法

を
議
論
す
る
段
階
で
は
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
、
し
な
や
か
で
根
深
い
取
り

組
み
こ
そ
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

世
代
間
連
帯
の
均
衡
」
へ
の
道
筋

が
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
号
の
各
コ
ラ
ム
は
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
を
「
磁
石
」
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
道
筋
を
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
つ
く
り
こ
ん
で
い
く
挑
戦

の
軌
跡
で
あ
る
。

　

あ
な
た
も
「
磁
石
」
で
あ
り
、

「
変
革
主
体
」そ
の
も
の
で
あ
る
。

注
１　

基
盤
Ｂ
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
介
護
と

育
児
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
負
担
に
関
す
る
ケ
ア
レ
ジ
ー

ム
比
較
分
析
」（
研
究
課
題
番
号
２
４
３
１
０
１

９
２　

２
０
１
２
年
度
～
２
１
０
４
年
度
）

注
２　

第
四
ス
テ
ー
ジ
ま
で
は
研
究
者
が
協
力

を
得
た
各
機
関
を
通
し
て
の
合
目
的
調
査
。
ダ

ブ
ル
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
割
合
が
高
い
こ
と
を
特

徴
と
し
た
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、

第
五
ス
テ
ー
ジ
は
１
，
０
０
０
名
で
の
無
作
為
調

査
抽
出
法
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
調
査
と
い
う
こ
と

で
、
一
般
化
が
あ
る
程
度
可
能
な
も
の
の
、
ネ
ッ

ト
調
査
と
い
う
サ
ン
プ
ル
特
性
を
ふ
ま
え
た
上
で

結
果
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

注
３　
２
０
１
６
年
２
月
執
筆
時

注
４　

相
馬
直
子・山
下
順
子「
ダ
ブ
ル
ケ
ア（
子

育
て
と
介
護
の
同
時
進
行
）
か
ら
考
え
る
新
た

な
家
族
政
策 

― 

世
代
間
連
帯
と
ジ
ェン
ダ
ー
平

等
に
向
け
て
」（
調
査
季
報
１
７
１
号
、
２
０
１

３
年
２
月
）




